
「
葉
隠
』
に
は
「
殉
死
」
の
語
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
す
べ
て
「
追
腹
」
で

あ
る
。
寡
聞
に
し
て
私
は
、
こ
の
事
実
を
指
摘
し
、
そ
の
意
味
を
積
極
的
に
論

じ
た
研
究
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
「
奉
公
」
、
「
奉
公
人
」
の
語
に
関
し
て

も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。

本
稿
は
、
『
葉
隠
』
に
お
け
る
「
奉
公
」
、
「
奉
公
人
」
の
語
の
異
様
に
多
い

登
場
回
数
に
注
目
し
、
元
禄
か
ら
正
徳
と
い
う
泰
平
期
に
壮
年
期
を
過
し
た
『
葉

隠
』
の
語
り
手
常
朝
山
本
神
右
衛
門
（
一
六
五
九
’
一
七
一
九
）
の
思
想
を
、

乱
世
の
戦
国
期
に
形
成
さ
れ
た
「
武
士
道
」
と
は
倫
理
的
重
心
を
異
に
す
る
、

治
世
即
応
的
な
「
奉
公
人
」
道
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
こ
で
私
が
「
奉
公
人
」
道
と
云
う
の
は
、
城
盗
り
、
一
騎
駆
け
の
時
代
の

「
武
士
道
」
と
は
異
質
の
、
治
世
即
応
的
な
武
士
道
の
謂
で
あ
る
。
即
ち
山
本

常
朝
に
お
い
て
は
、
戦
国
期
か
ら
泰
平
期
と
い
う
時
代
の
推
移
に
応
じ
て
の
武

士
道
の
変
質
が
、
「
奉
公
人
」
道
の
提
示
と
い
う
か
た
ち
で
示
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
に
お
い
て
は
、
「
武
士
道
」
と
し
て

括
弧
を
つ
け
た
場
合
は
戦
国
乱
世
の
武
士
の
倫
理
を
、
括
弧
を
つ
け
ぬ
場
合
は

■■■■■■■■

司
武
士
道
」
か
ら
「
奉
公
人
」
道
へ

『
葉
隠
』
研
究
序
説

鍋
島
初
代
藩
主
勝
茂
の
末
弟
で
豪
勇
を
以
て
知
ら
れ
た
鍋
島
安
芸
守
茂
賢

、
、

の
、
「
戦
場
に
望
て
は
、
分
別
が
出
来
て
、
何
と
も
止
ら
ぬ
も
の
也
。
分
別
有

、
、
、

て
は
、
突
破
る
事
な
ら
ず
。
無
分
別
が
虎
口
前
の
肝
要
也
」
な
ど
の
語
と
共
通

す
る
、
「
虎
口
前
」
（
激
闘
の
最
前
線
）
に
お
け
る
「
無
分
別
」
の
「
武
勇
」
の

「
武
士
道
」
で
あ
る
。
後
段
と
の
関
連
で
図
式
化
す
れ
ば
、
戦
場
に
お
け
る
活

武
士
の
倫
理
の
一
般
的
名
称
と
し
て
、
書
き
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

治
世
に
お
け
る
「
奉
公
人
」
道
と
対
比
さ
れ
る
、
戦
国
期
の
「
武
士
道
」
と

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、

武
士
道
は
死
狂
ひ
也
。
一
人
の
殺
人
を
数
十
人
し
て
仕
か
ぬ
る
も
の
也
。、

、

直
茂
公
（
佐
賀
藩
祖
）
も
被
し
仰
候
。
本
氣
に
て
は
大
業
は
な
ら
ず
。
氣
違

、
、

に
成
て
死
狂
ひ
す
る
迄
也
。
又
武
道
に
於
て
分
別
出
来
れ
ば
、
早
お
く
る
る

、
、
、
、
、
、

也
。
忠
も
孝
も
不
し
入
、
士
道
に
お
ゐ
て
は
死
狂
ひ
也
。
此
内
に
忠
、
孝
は

お
の
づ
か
ら

自
こ
も
る
べ
し
。
（
「
聞
書
」
一
ノ
三
三
。
以
下
、
『
葉
隠
」
か
ら
の
引
用

は
、
日
本
思
想
大
系
別
『
三
河
物
語
葉
隠
』
に
拠
る
。
傍
点
は
す
べ
て
引

用
者
。
括
弧
内
は
す
べ
て
引
用
者
の
註
記
）

小

池
喜
明

一

二

四



、
、

動
の
結
果
に
こ
そ
賭
け
て
「
忠
も
孝
も
不
し
入
、
…
此
内
に
忠
、
孝
は
自
こ
も

、
、

る
べ
し
」
と
す
る
「
無
分
別
」
の
「
武
士
道
」
に
対
し
、
行
為
の
動
機
（
「
忠
」
）

の
純
粋
性
を
す
べ
て
に
優
先
さ
せ
、
「
分
別
」
宜
し
く
行
動
す
べ
し
と
す
る
の

が
「
畳
の
上
」
の
「
奉
公
人
」
道
で
あ
る
。

し
か
し
す
で
に
、
島
原
の
役
の
後
、
「
虎
口
前
」
の
「
武
勇
」
の
時
代
は
終

り
、
時
代
は
変
っ
た
の
だ
と
い
う
の
が
常
朝
の
確
固
た
る
時
代
認
識
で
あ
っ
た
。

も
は
や
「
氣
違
」
の
時
代
で
は
な
い
、
と
彼
は
言
う
。

常
朝
と
て
、
「
眞
の
志
」
を
欠
く
、
「
武
士
」
な
ら
ぬ
「
商
士
」
た
ち
の
「
商

奉
公
」
（
と
も
に
、
常
朝
の
儒
学
の
師
石
田
一
鼎
の
語
）
と
い
う
「
当
世
風
」

の
流
行
に
は
虫
酸
の
走
る
思
い
が
す
る
。
「
昔
風
」
の
「
武
士
道
」
を
慕
う
懐

旧
の
情
に
は
格
別
の
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
時
代
の
風
と
い
ふ
者
は
替
ら

れ
ぬ
」
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
リ
ア
ル
な
認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

よ
き

の
明
確
な
時
代
認
識
を
背
景
に
、
「
然
ぱ
其
時
代
々
々
に
て
能
様
に
す
る
が
肝

時
代
の
風
と
い
ふ
者
は
替
ら
れ
ぬ
事
也
。
段
々
と
落
さ
が
り
候
は
、
世
の
お
な
じ

末
に
成
た
る
故
也
。
一
年
の
内
、
春
ば
か
り
に
て
も
、
夏
ば
か
り
に
て
も
同

よ
う

よ
き
な
し

様
に
は
な
し
。
一
日
も
同
前
也
。
然
ぱ
今
の
世
を
百
年
も
以
前
の
能
風
に
成

た
し

よ
き

度
と
て
も
不
し
成
事
也
。
然
ぱ
其
時
代
々
々
に
て
能
様
に
す
る
が
肝
要
也
。

昔
風
を
し
た
ひ
し
人
に
誤
り
有
は
、
此
所
合
点
無
し
之
故
也
。
又
当
世
風
ぱ

ぞ
ん
じ

か
り
を
存
候
て
、
昔
風
を
嫌
候
人
は
、
か
へ
り
ま
ち
も
な
く
成
る
也
。
（
ニ
ノ

十
八
。
返
り
は
刀
身
の
先
端
、
ま
ち
は
根
本
の
部
分
の
称
と
い
う
。
よ
っ
て

「
か
へ
り
ま
ち
も
な
く
成
る
」
と
は
、
事
態
の
本
末
、
軽
重
の
区
別
が
つ
か

な
く
な
る
こ
と
を
い
う
）

要
」
と
い
う
柔
軟
な
思
考
態
度
に
よ
り
、
「
昔
風
」
の
「
武
士
道
」
と
「
当
世

風
」
の
「
商
奉
公
」
の
中
間
地
点
に
、
「
奉
公
人
」
道
へ
の
志
向
を
表
明
す
る

の
で
あ
る
。

常
朝
は
「
当
世
風
」
を
口
を
極
め
て
罵
倒
す
る
。
「
今
時
の
奉
公
人
を
見
る

こ
と
の
ほ
か
タ
ル
イ

め
づ
か
い

お
お
か
た

に
、
殊
外
低
眼
の
付
所
也
。
ス
リ
の
目
遣
の
様
に
な
り
、
大
形
、
身
の
為
の
欲

す
こ
し

ふ
か
ま
え

徳
か
、
利
発
だ
て
か
、
少
魂
の
落
着
た
る
様
な
れ
ば
、
身
構
を
す
る
ば
か
り
也
」
、

ふ
る
ま
い

「
近
代
の
衆
は
、
…
町
人
な
ど
の
所
に
は
無
理
に
押
か
け
、
振
廻
い
た
さ
せ
…
、

あ
し
く

あ
る

風
儀
悪
敷
、
侍
の
本
意
に
非
ず
」
、
「
今
時
の
若
者
の
始
末
ど
こ
ろ
有
を
、
よ
き

ほ
む

家
持
な
ど
と
褒
る
は
、
浅
ま
し
き
事
に
て
候
。
始
末
の
心
（
倹
約
心
）
有
し
之
者

は
義
理
を
欠
也
。
無
二
義
理
一
者
は
市
酢
垂
也
」
、
等
々
で
あ
る
。
就
中
、
「
譜

代
」
の
常
朝
の
舌
鋒
は
「
新
規
」
採
用
の
「
御
抱
者
」
、
治
世
適
合
的
な
「
一

芸
」
に
秀
で
た
「
他
国
者
」
の
官
僚
た
ち
に
対
し
て
鋭
い
も
の
が
あ
る
。
「
何

あ
る

に
て
も
一
芸
有
者
は
芸
者
也
。
侍
に
あ
ら
ず
」
、
と
。

し
か
し
他
方
、
そ
の
常
朝
の
目
か
ら
見
て
も
、
「
昔
風
を
し
た
ひ
し
人
」
の

治
世
不
適
合
ぶ
り
に
は
顕
然
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
佐
賀
藩
祖
鍋
島
直
茂
と
い

え
ば
豊
臣
秀
吉
に
す
ら
警
戒
心
を
抱
か
せ
た
ほ
ど
の
豪
の
者
で
あ
り
、
い
か
に

も
戦
国
武
者
ぶ
り
の
次
の
よ
う
な
話
を
遣
し
て
い
る
。
「
い
さ
む
所
な
け
れ
ば

鎗
は
突
れ
ぬ
物
な
り
。
律
義
、
正
直
に
ぱ
か
り
覚
え
て
心
が
逼
塞
し
て
居
て
は
、

男
業
成
べ
か
ら
ず
。
間
に
は
そ
ら
言
（
嘘
）
を
も
い
ひ
ち
ら
か
し
、
は
り
か
か

り
た
る
氣
持
が
武
士
の
役
に
立
な
り
」
。
こ
う
し
た
直
茂
に
鍛
え
ら
れ
、
共
に

戦
場
を
疾
駆
し
た
武
士
た
ち
の
、
泰
平
の
治
世
へ
の
不
適
合
ぶ
り
に
も
ま
た
瞠

目
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
堂
々
と
し
て
、
見
事
な
の
で
あ
る
。

横
尾
内
蔵
之
允
は
直
茂
座
下
の
無
双
の
勇
士
で
、
直
茂
は
彼
の
豪
勇
ぶ
り
を

孫
の
紀
伊
守
元
茂
（
月
堂
。
の
ち
に
将
軍
家
剣
術
指
南
役
の
座
を
柳
生
但
馬
守

五



と
争
っ
た
新
陰
流
の
達
人
）
に
も
常
々
自
慢
し
て
い
た
。
「
内
蔵
之
允
が
若
盛

や
り

に
て
、
虎
口
前
の
鑓
を
、
其
方
な
ど
に
見
せ
た
き
こ
と
也
。
誠
に
見
物
事
に
て

有
し
之
」
、
と
。
内
蔵
之
允
と
し
て
も
直
茂
に
信
服
し
、
そ
の
死
に
際
し
て
の

「
追
腹
」
約
束
の
誓
詞
を
直
茂
に
提
出
し
て
い
た
。
の
ち
に
内
蔵
之
允
が
百
姓

相
手
に
い
さ
さ
か
強
引
な
訴
訟
事
件
を
起
し
て
敗
訴
す
る
や
、
彼
は
直
茂
が
自

分
よ
り
は
百
姓
如
き
者
に
味
方
し
た
と
激
怒
し
、
百
姓
に
敗
け
る
よ
う
な
者
が

「
追
腹
」
は
出
来
ぬ
、
と
直
茂
に
誓
詞
の
返
還
を
要
求
し
た
。
こ
の
要
求
に
た

い
し
直
茂
は
、
．
方
よ
け
れ
ば
一
方
わ
る
し
。
武
道
よ
け
れ
ど
も
、
世
上
知

ら
で
惜
き
事
也
」
と
の
感
懐
を
洩
ら
し
、
誓
詞
を
返
還
し
た
と
い
う
。

い
か
に
も
猛
々
し
い
戦
国
風
の
、
し
か
し
微
苦
笑
を
禁
じ
得
ぬ
逸
話
で
あ
る
。

治
世
を
齋
ら
し
た
の
は
吾
等
と
自
負
す
る
か
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、
時
代
こ
そ
が

か
れ
ら
の
「
武
士
道
」
に
合
わ
せ
る
べ
き
だ
と
の
言
分
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。よき

だ
が
こ
の
言
分
に
常
朝
は
同
調
し
な
い
。
「
然
ぱ
今
の
世
を
百
年
も
以
前
の
能

な
し
た
し

風
に
成
度
と
し
て
も
不
し
成
事
也
」
、
と
。
常
朝
の
時
代
認
識
か
ら
す
れ
ば
、

泰
平
の
治
世
下
、
「
昔
風
を
し
た
ひ
し
人
に
誤
り
有
は
」
不
可
避
の
事
態
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
経
緯
か
ら
、
次
の
よ
う
な
冷
静
な
教
訓
が
紡
ぎ
出
さ

れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

「
無
分
別
」
の
「
武
士
道
」
に
対
す
る
、
「
分
別
」
の
「
奉
公
人
」
道
で
あ

る
。
「
武
士
」
か
ら
「
奉
公
人
」
へ
と
、
「
時
代
の
風
」
は
推
移
し
た
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

時
代
の
風
俗
、
主
君
の
好
嫌
を
も
合
点
な
く
、
無
分
別
に
奉
公
に
乘
氣
な

ど
さ
し
候
は
ば
、
御
用
に
も
不
し
立
、
身
を
亡
し
候
事
可
し
有
し
之
候
。
（
ニ

ノ
八
）

彦
左
衛
門
と
て
「
普
代
」
の
「
三
河
之
者
」
の
治
世
不
適
合
ぶ
り
は
重
々
承

知
し
て
い
る
。
「
惣
別
、
三
河
之
者
〈
、
明
暮
弓
矢
を
稼
ぎ
け
れ
（
、
公
儀
之

道
〈
何
れ
も
知
ら
ざ
る
」
。
し
か
し
戦
場
働
き
が
終
れ
ば
そ
れ
で
御
用
済
と
い

う
の
は
あ
ま
り
に
薄
情
な
仕
打
ち
で
は
な
い
か
、
引
か
れ
者
の
小
唄
と
は
百
も

承
知
の
上
で
「
あ
ま
り
公
儀
の
よ
き
者
に
、
昔
も
武
辺
を
稼
ぎ
た
る
者
な
し
」

徳
川
家
康
幕
下
の
旗
本
と
し
て
数
々
の
戦
場
を
往
来
し
、
武
名
を
駆
せ
て
い

た
大
久
保
彦
左
衛
門
（
一
五
六
○
’
一
六
三
九
）
も
、
戦
場
か
ら
「
奉
公
」
の

庭
へ
と
い
う
武
士
の
勲
功
の
場
の
変
転
、
「
時
代
の
風
」
の
推
移
に
翻
弄
さ
れ

た
戦
国
武
士
の
一
人
だ
っ
た
。
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
六
月
の
日
付
の
あ
る

（
マ
マ
）

彼
の
著
書
『
三
河
物
語
』
に
は
、
泰
平
の
治
世
に
お
け
る
「
御
普
代
衆
」
の
不

遇
へ
の
不
満
が
、
治
世
即
応
的
な
新
規
召
抱
え
の
「
他
国
衆
」
を
厚
遇
し
が
ち

の
主
君
の
眼
差
し
の
変
化
に
た
い
す
る
怨
嵯
の
思
い
を
こ
め
て
、
熱
っ
ぽ
く
語

ら
れ
て
い
る
。

御
普
代
衆
を
さ
へ
召
寄
さ
せ
ら
れ
て
お
か
せ
ら
れ
給
〈
ゞ
、
、
万
に
御
氣
遣

〈
有
ま
じ
け
れ
共
、
御
普
代
の
衆
と
い
へ
（
、
肩
身
を
す
く
め
て
歩
く
事
〈
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

是
〈
何
事
ぞ
。
他
国
衆
〈
、
只
今
世
が
治
り
た
る
故
に
、
御
秘
蔵
被
し
成
て
、

め
で

御
普
代
衆
を
（
外
様
に
召
つ
か
わ
れ
給
ふ
。
御
代
〈
五
百
八
十
目
出
。
自
然

ひ
ご
ろ

何
事
も
あ
ら
（
、
他
国
衆
〈
御
目
を
日
比
か
け
ら
れ
申
た
る
と
〈
思
わ
ず
し

こ
と
ご
と

て
、
悉
く
駆
落
を
す
べ
し
。
（
中
略
）
他
国
之
衆
〈
、
公
儀
〈
よ
し
、
ロ
ハ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

上
手
な
り
、
御
奉
公
〈
よ
く
申
な
り
。
召
使
わ
さ
れ
よ
き
ま
ま
に
、
御
心
を

ち
ん
ど
く

許
さ
せ
給
ひ
て
、
御
膝
元
近
く
召
使
わ
さ
れ
候
う
こ
と
〈
、
鳩
毒
の
口
に
甘

き
が
ご
と
し
。
（
同
右
、
一
九
三
、
四
頁
）

一
一
一
一
ハ



な
く

「
御
取
上
無
共
」
以
下
の
文
に
は
、
得
意
の
戦
場
を
離
れ
て
、
不
慣
れ
な
「
畳

の
上
」
の
「
奉
公
」
の
場
に
賭
け
ざ
る
を
得
ぬ
老
戦
国
武
士
の
悲
哀
と
諦
観
が

感
得
さ
れ
、
「
時
代
の
風
」
め
推
移
の
厳
し
さ
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
「
何
事
も

先
之
世
ノ
因
果
卜
思
」
へ
の
一
句
が
、
と
り
わ
け
利
い
て
い
る
。
「
御
普
代
衆

〈
、
よ
く
て
も
あ
し
く
て
も
、
御
家
之
犬
」
と
い
う
周
知
の
語
は
、
こ
の
よ
う

な
文
脈
の
う
ち
に
あ
る
。

彦
左
衛
門
が
、
ゑ
ず
か
ら
の
不
遇
感
の
合
理
化
も
ま
ま
な
ら
ぬ
ま
ま
、
草
々

の
間
に
多
用
し
た
「
奉
公
」
の
語
は
、
大
略
百
年
後
の
享
保
年
間
（
一
七
一
六

’
三
五
）
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
『
武
道
初
心
集
』
に
お
い
て
、
当
時
の
武

士
生
活
の
う
ち
に
客
観
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
墓
碑
銘
に
享
保

十
五
年
（
一
七
三
○
）
に
九
十
二
歳
で
没
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
著
者
の
大
道

寺
友
山
は
、
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
に
六
十
一
歳
で
没
し
た
山
本
常
朝
よ
り

約
二
十
歳
の
年
長
で
あ
る
。

と
愚
痴
の
一
つ
も
言
い
た
く
な
る
の
は
、
ま
こ
と
に
尤
な
こ
と
で
あ
る
。
愚
痴

は
そ
れ
と
し
て
、
次
に
挙
げ
る
の
は
、
そ
の
彦
左
衛
門
が
、
「
只
今
世
が
治
り

た
る
」
「
御
奉
公
」
の
時
代
と
観
念
し
、
治
世
に
お
け
る
子
孫
た
ち
に
与
え
た

遣
誠
の
辞
で
あ
る
。
頻
出
す
る
「
奉
公
」
の
語
に
注
目
せ
ら
れ
た
い
。

よ
く

子
供
、
是
ヲ
能
タ
シ
ナ
ミ
テ
、
日
一
二
度
ヅ
、
取
出
シ
テ
見
て
、
御
主
様

な
ノ
、
よ
く
、
、
、

ナ
ラ
ズ

え
御
無
沙
汰
無
、
能
御
奉
公
申
上
候
え
。
…
我
レ
辛
労
シ
テ
モ
身
モ
弄
、
子

、
、
、

、
、
、
、
、

供
モ
有
程
ノ
御
奉
公
申
上
て
、
御
取
上
無
共
、
其
に
御
不
足
不
二
申
上
一
共
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
ノ
、
、
、

何
事
モ
先
之
世
ノ
因
果
卜
思
ひ
て
、
御
不
足
無
奉
公
ヲ
申
上
ョ
。
（
同
右
、

七
十
一
頁
）

山
本
常
朝
ほ
ど
に
、
「
奉
公
」
、
「
奉
公
人
」
の
語
に
深
い
思
い
を
こ
め
て
、
み

ず
か
ら
を
語
っ
た
者
は
い
ま
い
。

概
算
に
よ
れ
ば
、
『
葉
隠
』
「
聞
書
」
一
、
二
の
全
三
四
三
項
目
中
、
「
武
士
」

の
語
の
二
十
四
回
に
対
し
、
「
奉
公
人
」
の
語
は
三
十
九
回
使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
武
士
道
」
六
回
、
「
武
道
」
十
三
回
、
「
武
篇
」
七
回
に
対
し
、
「
奉
公
」
は

三
十
二
回
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
異
様
な
頻
度
と
い
っ
て
よ
い
。

「
武
道
初
心
集
』
で
は
、
先
ず
「
武
士
道
」
が
「
常
法
」
と
「
変
法
」
に
二

分
さ
れ
、
次
い
で
「
常
法
」
が
「
士
法
」
と
「
兵
法
」
に
、
「
変
法
」
が
「
軍

法
」
と
「
戦
法
」
に
と
区
分
さ
れ
、
「
奉
公
」
は
平
時
に
お
け
る
「
士
法
」
の

重
要
な
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
同
書
の
分
類
構
成
は
ま
こ
と
に

平
易
と
云
っ
て
よ
く
、
こ
こ
に
「
奉
公
」
は
、
「
兵
法
」
、
「
軍
法
」
、
「
戦
法
」

と
い
う
軍
事
的
側
面
と
は
異
質
の
、
平
時
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
生
活
の
様
相
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
友
山
に
よ
れ
ば
、
「
奉
公
人
」
と
は
「
主
君
を

持
奉
公
仕
る
武
士
」
の
謂
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
奉
公
仕
る
武
士
」
の
心
得

は
「
武
士
た
ら
ん
も
の
」
の
そ
れ
と
は
重
心
を
異
に
す
る
も
の
と
し
て
、
明
確

に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
「
其
身
奉
公
人
な
ら
ば
非
番
休
息
の
透
々
に
は
只

居
を
致
さ
ず
、
書
を
も
讃
習
ひ
、
物
を
も
書
覚
へ
、
其
外
武
士
の
古
實
古
法
に

至
る
迄
是
を
心
に
か
け
、
行
往
座
臥
の
行
儀
作
法
共
に
流
石
武
士
か
な
と
み
ゆ

る
ご
と
く
身
を
持
な
す
義
也
」
（
岩
波
文
庫
、
四
十
一
頁
）
。
「
主
人
を
持
奉
公

仕
る
武
士
は
、
大
身
小
身
に
限
ら
ず
常
に
倹
約
を
用
ゐ
て
、
随
分
と
勝
手
を
す

、
、

り
切
不
レ
申
ご
と
く
分
別
肝
要
也
」
（
同
、
八
十
三
頁
）
。
「
分
別
」
の
「
奉
公

人
」
で
あ
る
。

■■■■■■
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『
葉
隠
』
「
聞
書
」
全
十
一
巻
の
う
ち
、
そ
の
巻
の
す
べ
て
が
常
朝
の
語
り

と
確
定
し
得
る
の
は
「
聞
書
」
一
、
こ
の
両
巻
の
み
で
、
他
の
諸
巻
の
内
容
は

聞
き
手
に
し
て
編
者
た
り
し
田
代
陣
基
が
他
の
諸
々
の
書
物
か
ら
の
引
用
、
或

い
は
種
々
の
人
物
か
ら
の
聞
書
に
よ
っ
て
構
成
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
諸
巻

中
に
は
常
朝
の
語
り
と
み
ら
れ
る
も
の
は
散
発
的
に
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

「
聞
書
」
三
か
ら
九
ま
で
の
各
巻
に
お
け
る
「
奉
公
人
」
の
語
の
使
用
回
数
は

各
巻
を
平
均
し
て
四
回
か
ら
五
回
、
と
こ
ろ
が
「
聞
書
」
十
で
十
三
回
、
「
聞

書
」
十
一
で
三
十
六
回
と
突
然
増
加
す
る
。
こ
れ
ら
両
巻
に
お
け
る
常
朝
の
語

り
の
割
合
が
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。
す
で
に
『
三
河
物
語
』
、
『
武
道
初
心
集
』

の
例
で
見
た
よ
う
に
、
「
奉
公
」
、
「
奉
公
人
」
の
語
は
当
時
の
一
般
的
用
法
で

あ
る
か
ら
、
当
然
な
が
ら
、
『
葉
隠
』
全
巻
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
語
の
使
用
は

常
朝
に
は
限
ら
れ
な
い
。
た
だ
常
朝
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
語
の
使
用
回
数
が
際

立
っ
て
他
を
圧
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
「
奉
公
人
」
の
語
の
内
容
に
関
わ
っ
て
言
え
ば
、
『
武
道
初
心
集
』
に

お
け
る
「
奉
公
人
」
と
は
武
士
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
医
師
、
儒
者

な
ど
も
含
ま
れ
る
。
故
に
こ
そ
、
「
主
人
を
持
奉
公
仕
る
武
士
」
と
い
う
よ
う

な
い
さ
さ
か
く
ど
い
表
記
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
奉
公
人
」
の
語
の
当
時

の
用
法
と
し
て
は
、
こ
ち
ら
の
方
が
一
般
的
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
常
朝
に
は

こ
う
い
っ
た
く
ど
い
表
記
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
武
士
以
外
の
「
奉
公
人
」
の

「
奉
公
」
は
、
常
朝
の
眼
中
に
は
無
い
か
の
ど
と
く
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
友
山
、

常
朝
と
も
に
「
分
別
」
を
以
て
「
主
人
を
持
奉
公
仕
る
武
士
」
の
元
徳
と
し
て

い
た
が
、
友
山
が
「
倹
約
」
を
説
く
の
に
対
し
、
常
朝
が
「
今
時
の
若
者
の
始

末
ど
こ
ろ
（
倹
約
心
）
」
を
「
当
世
風
」
と
し
て
一
蹴
し
て
い
た
こ
と
は
既
述

の
通
り
で
あ
る
。
右
二
点
と
も
に
、
常
朝
が
「
奉
公
」
の
語
に
仮
託
し
た
「
眞

右
の
引
用
文
の
う
ち
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
「
公
に
奉
る
」
と
「
私
」

の
除
去
と
の
内
的
関
連
で
あ
る
。
若
き
日
の
常
朝
の
最
大
の
倫
理
的
課
題
が

「
私
」
の
除
去
、
「
澄
む
」
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

も
し
こ
の
課
題
が
右
に
見
え
る
「
公
に
奉
る
」
と
の
関
連
な
し
に
、
単
独
で
取

扱
わ
れ
る
な
ら
ば
、
問
題
は
独
我
論
か
ら
無
私
へ
と
い
う
仏
教
的
論
理
の
う
ち

に
拡
散
、
観
念
化
さ
れ
、
以
下
に
見
る
ご
と
き
「
私
の
名
利
」
か
ら
「
奉
公
名

利
」
へ
と
い
う
彼
の
精
神
的
苦
闘
の
現
実
的
道
程
は
見
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
「
私
」
の
除
去
、
「
澄
む
」
こ
と
は
、
「
公
に
奉
る
」
「
奉
公
」
と
の
有
機
的

の
志
」
と
い
う
高
度
の
倫
理
性
か
ら
の
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。

山
本
常
朝
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
「
奉
公
」
の
語
に
執
心
し
た
理
由
は
、
彼
が

ゑ
ず
か
ら
執
筆
し
た
訓
戒
集
『
愚
見
集
』
（
執
筆
時
、
五
十
歳
）
の
中
に
見
ら

れ
る
、
「
奉
公
」
の
語
義
、
語
感
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
因
象
に
、
「
武
士
」

十
一
回
に
対
し
て
十
八
回
と
「
奉
公
人
」
が
多
用
さ
れ
る
『
愚
見
集
』
に
は
、

「
武
士
道
」
の
語
は
一
語
も
見
ら
れ
な
い
。
同
書
に
お
い
て
彼
は
、
「
奉
り
置

き
た
る
此
の
身
」
と
み
ず
か
ら
を
規
定
し
、
「
奉
公
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

自
説
を
開
陳
し
て
い
る
。

ぬ
き

は
ま

今
日
よ
り
奉
公
を
抽
ん
ず
べ
し
と
、
思
ひ
部
る
が
忠
臣
の
地
盤
な
り
。
さ

ら
ち

て
如
何
様
に
奉
公
す
る
が
忠
節
か
と
云
ふ
に
、
奉
公
の
二
字
に
て
埒
あ
く
こ

、
、
、
、

と
と
思
ふ
な
り
。
奉
公
と
は
、
公
に
奉
る
と
書
き
た
り
。
則
ち
今
身
命
を
殿

ば
や
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

様
に
奉
り
て
見
よ
、
早
私
と
云
ふ
も
の
は
一
物
も
な
く
な
る
な
り
。
身
命
主

君
の
物
な
れ
ば
、
主
人
を
心
王
と
崇
め
奉
り
て
、
御
下
知
を
受
け
て
萬
事
を

な
せ
。
（
栗
原
荒
野
編
著
『
校
註
葉
隠
』
、
一
○
六
○
頁
）
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関
連
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
。
生
を
見
事
に
暮
す
」
べ
く
志
向
す
る
「
奉
公

人
」
常
朝
の
高
次
の
生
の
道
程
の
う
ち
に
確
固
た
る
地
歩
を
占
め
得
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

既
述
の
「
普
代
」
の
武
辺
者
大
久
保
彦
左
衛
門
の
新
規
召
抱
え
の
「
他
国
之

衆
」
に
た
い
す
る
錯
綜
し
た
心
情
は
、
近
世
初
頭
か
ら
中
期
の
ほ
と
ん
ど
の
「
譜

代
」
武
士
に
共
通
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
常
朝
も
ま
た
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

否
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
「
譜
代
」
の
名
門
中
野
一
門
の
末
流
に
連
な
る
軽
輩
の

常
朝
に
よ
る
「
新
規
」
の
「
御
抱
者
」
に
た
い
す
る
憤
癒
と
批
判
の
激
烈
さ
は
、

彦
左
衛
門
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
。
戦
国
往
来
の
荒
武
者
た
ち
に
は
望
み
得
べ

く
も
な
い
「
公
儀
之
道
」
（
諸
般
の
礼
儀
作
法
、
礼
式
）
の
故
に
調
法
さ
れ
る

「
他
国
衆
」
の
新
規
取
立
人
に
た
い
し
彦
左
衛
門
は
、
「
あ
ま
り
公
儀
の
よ
き

者
に
、
昔
も
武
辺
を
稼
ぎ
た
る
者
な
し
」
と
の
捨
台
詞
を
投
げ
つ
け
た
。
「
新

規
」
者
に
甘
い
汁
を
吸
わ
れ
る
こ
と
へ
の
不
満
は
常
朝
と
て
同
様
で
あ
る
が
、

す
で
に
治
世
と
い
う
確
固
た
る
時
代
認
識
に
立
脚
す
る
彼
に
は
、
彦
左
衛
門
の

台
詞
は
使
え
な
い
。
「
武
辺
の
稼
ぎ
」
に
代
え
て
彼
が
「
新
規
」
批
判
の
座
標

軸
に
据
え
る
の
は
、
「
奉
公
」
の
「
眞
の
志
」
で
あ
る
。

治
世
に
は
治
世
相
応
の
才
が
要
請
さ
れ
る
。
常
朝
は
こ
れ
ら
の
才
智
を
以
て

よ
そ

採
用
さ
れ
た
「
他
方
の
衆
」
、
「
近
代
の
衆
」
を
一
言
の
も
と
に
切
っ
て
捨
て
る
。

よ
そ
さ
む
ら
い

「
八
芸
は
身
を
助
る
Ｖ
と
い
ふ
は
、
他
方
の
士
の
こ
と
也
。
御
当
家
の
士
は
、

芸
は
身
を
亡
す
也
。
何
に
て
も
一
芸
有
者
は
芸
者
也
。
侍
に
あ
ら
ず
」
。
一
般

に
、
一
芸
に
秀
で
た
有
能
な
者
が
必
ず
し
も
「
奉
公
」
の
「
眞
の
志
」
に
欠
け

る
と
は
限
ら
ず
、
逆
に
、
売
る
に
値
す
る
「
芸
」
の
持
ち
合
わ
せ
が
無
い
者
に

は
必
ず
「
眞
の
志
」
が
備
わ
っ
て
い
る
わ
け
の
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
常
朝

は
、
一
芸
、
才
智
に
秀
で
た
も
の
は
そ
の
一
毫
の
「
私
」
を
侍
む
心
に
よ
り
「
公

に
奉
る
」
「
眞
の
志
」
に
欠
く
る
所
あ
り
、
と
し
て
人
心
の
機
微
を
つ
く
。
「
勘

が
く
も
ん
も
の

定
者
は
す
ぐ
た
る
上
者
也
。
…
又
学
文
者
は
、
才
智
、
弁
口
に
て
本
体
の
臆
病
、

欲
心
な
ど
を
仕
隠
す
も
の
也
」
。

こ
の
、
能
力
（
「
芸
」
）
に
よ
る
自
侍
の
有
無
を
座
標
軸
と
す
る
、
「
新
規
」

批
判
の
論
が
、
さ
ら
に
「
奉
公
人
」
全
般
の
「
理
（
利
）
発
」
批
判
へ
と
展
開

す
る
と
き
、
そ
の
様
相
は
親
鴬
の
悪
人
正
機
の
論
を
思
わ
せ
る
も
の
へ
と
尖
鋭

化
、
深
化
す
る
。
「
智
恵
、
利
発
ほ
ど
き
た
な
き
も
の
な
し
」
、
「
今
時
の
利
口

者
と
い
ふ
は
、
智
恵
の
外
を
鍵
仇
維
が
す
事
ば
か
り
を
す
る
也
。
夫
ゆ
へ
鈍
成なる

者
に
は
劣
也
。
鈍
な
る
者
は
直
也
」
。
彼
の
「
国
学
」
（
佐
賀
藩
の
故
事
来
歴
）
、

「
角
蔵
流
」
、
「
田
舎
風
」
の
「
御
国
風
」
へ
の
一
見
し
て
過
剰
な
傾
斜
も
こ
の

線
上
に
あ
る
。

二
代
藩
主
光
茂
股
肱
の
側
近
（
「
御
側
の
者
」
）
と
し
て
上
方
勤
務
が
長
か
っ

た
彼
は
、
そ
れ
だ
け
「
譜
代
」
土
着
の
武
家
社
会
か
ら
は
、
「
御
国
風
」
に
馴

染
が
薄
い
と
見
ら
れ
て
い
た
。
主
君
光
茂
の
「
江
戸
御
育
立
」
す
ら
が
冷
や
か

な
視
線
に
さ
ら
さ
れ
る
地
域
社
会
に
あ
っ
て
、
常
朝
は
み
ず
か
ら
の
「
私
」
の

除
去
を
、
「
公
」
に
奉
り
切
る
没
我
的
献
身
の
論
理
に
託
し
た
。
「
譜
代
」
名
門

に
連
な
る
と
は
い
え
、
都
会
風
の
文
雅
の
才
に
恵
ま
れ
、
「
新
規
」
の
「
芸
者
」

と
見
紛
わ
れ
か
ね
ぬ
こ
の
生
来
の
「
理
（
利
）
発
」
者
が
、
「
田
舎
の
は
て
」

の
身
分
社
会
に
同
化
し
、
有
能
な
「
新
規
」
官
僚
と
競
合
す
る
た
め
に
は
、
「
譜

代
」
性
に
、
「
鈍
」
に
、
「
田
舎
風
」
の
「
御
国
風
」
に
徹
し
、
「
奉
公
」
の
「
眞

の
志
」
に
居
直
る
し
か
な
い
で
は
な
い
か
。
彦
左
衛
門
が
「
御
家
の
犬
」
と
嘆

じ
た
「
普
代
」
の
宿
命
を
逆
手
に
と
り
、
負
の
価
値
を
正
へ
と
転
ず
る
こ
と
、

そ
れ
こ
そ
が
常
朝
が
ゑ
ず
か
ら
に
課
し
た
倫
理
的
課
題
で
あ
っ
た
。

常
朝
に
よ
れ
ば
、
「
新
規
」
の
「
御
抱
者
」
た
ち
の
「
奉
公
」
の
動
機
は
「
奉

九



こ
の
湛
然
の
教
戒
は
そ
の
後
の
常
朝
の
思
想
と
行
動
に
決
定
的
な
影
響
を
与

え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
物
が
二
つ
に
成
」
、
「
一
方
向
」
は
そ
の
後
の
常
朝
の

常
套
句
と
な
り
、
純
枠
、
「
一
篇
」
の
標
語
と
し
て
「
奉
公
人
」
道
の
思
想
的
、

心
情
的
中
核
に
据
え
ら
れ
、
さ
ら
に
他
方
、
常
朝
が
随
処
で
展
開
す
る
仏
道
好

み
批
判
、
隠
遁
者
批
判
は
こ
の
湛
然
の
訓
戒
を
論
理
的
源
流
と
す
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
の
は
、
最
後
の
一
句
で
あ
ろ
う
。
常

朝
を
し
て
、
初
代
藩
主
勝
茂
、
父
重
澄
ら
の
旧
世
代
が
体
現
し
て
い
た
「
博
突

を
う
て
、
虚
言
を
吐
け
」
式
の
「
武
士
道
」
に
い
さ
さ
か
の
距
離
を
お
か
し
め

る
に
寄
与
し
た
、
と
い
う
意
に
お
い
て
で
あ
る
。

公
人
」
に
あ
る
ま
じ
き
「
私
の
名
利
」
に
あ
る
が
、
青
年
期
の
常
朝
を
苦
し
め

て
い
た
も
の
こ
そ
こ
の
「
私
の
名
利
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
田
舎
の
は
て

の
「
小
身
無
足
の
日
陰
者
」
と
し
て
朽
果
て
た
く
な
い
と
い
う
出
世
願
望
で
あ

る
。
こ
の
苦
悩
か
ら
の
脱
却
の
た
め
に
仏
道
に
救
い
を
求
め
た
彼
は
、
傑
僧
湛

然
か
ら
手
痛
い
鉄
槌
を
下
さ
れ
、
再
び
俗
界
の
「
奉
公
」
へ
と
押
返
さ
れ
る
。

き
く
も
っ
て
ほ
か
ひ
が

、
、
、
、

年
若
き
侍
な
ど
の
仏
道
を
聞
は
、
以
の
外
の
僻
事
也
。
子
細
は
物
が
二
つ

、
、

、
、
、
、

や
く

に
成
ゆ
へ
也
。
一
方
向
に
て
な
け
れ
ば
、
益
に
た
た
ぬ
も
の
也
。
、
隠
居
、
閑

居
の
老
人
な
ど
は
、
遊
び
仕
事
に
仏
道
を
聞
も
よ
し
。
武
士
た
る
者
は
、
忠

と
孝
と
を
片
荷
に
し
、
勇
氣
と
慈
悲
と
を
片
荷
に
し
て
、
二
六
時
中
肩
の
わ

り
入
程
、
荷
ふ
て
さ
へ
居
れ
ば
、
侍
は
立
也
。
朝
夕
の
礼
、
行
往
座
臥
、
「
殿

と
な
う

様
ノ
ー
」
と
唱
く
し
、
仏
名
眞
言
に
少
も
不
し
違
也
。
又
常
に
氏
神
に
つ
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
ふ
て
居
る
べ
し
。
運
強
き
も
の
也
。
無
慈
悲
に
し
て
勇
氣
ば
か
り
の
士
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

断
絶
の
例
、
古
今
に
顕
然
也
。
（
六
ノ
ー
十
一
）

「
奉
公
人
」
修
業
の
荊
鰊
の
道
程
を
偲
ば
せ
て
、
胸
を
う
つ
述
懐
で
あ
る
。

「
小
身
者
と
て
人
よ
り
押
下
げ
ら
る
上
は
無
念
」
と
い
う
思
い
は
ま
こ
と
に
尤

な
が
ら
、
そ
の
「
名
利
」
の
道
程
は
、
「
士
た
る
者
は
、
名
利
の
眞
中
か
、
地

獄
の
眞
中
に
駆
入
て
も
、
主
君
の
御
用
に
可
レ
立
」
の
語
が
証
す
る
よ
う
に
、

地
獄
巡
り
に
比
す
べ
き
難
路
で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
っ
て
彼
は
、
み
ず
か
ら
の
出

世
願
望
（
「
私
の
名
利
」
）
を
見
事
に
「
奉
公
」
の
理
念
と
調
和
さ
せ
、
「
奉
公

名
利
」
と
し
て
合
理
化
し
た
。
家
老
こ
そ
が
「
奉
公
人
」
の
最
終
目
標
、
然
し

て
そ
れ
は
我
一
人
の
立
身
欲
に
あ
ら
ず
、
「
主
に
諌
言
し
て
、
国
家
治
」
め
ん

「
奉
公
の
至
極
の
忠
節
」
の
た
め
な
り
、
と
。
因
み
に
、
当
時
の
佐
賀
藩
で
は

諌
言
権
は
年
寄
役
、
家
老
に
限
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
「
早
出
頭
（
出
世
）
は
古

湛
然
の
一
喝
に
よ
り
此
岸
に
押
戻
さ
れ
た
常
朝
は
、
そ
こ
で
親
類
の
山
本
五

郎
左
衛
門
か
ら
示
唆
さ
れ
た
、
或
る
古
老
の
、
「
名
利
を
思
ふ
は
奉
公
人
に
非

ず
。
名
利
を
不
し
思
も
奉
公
人
に
あ
ら
ず
」
の
語
を
公
案
と
し
て
、
さ
ら
な
る

「
工
夫
一
篇
」
の
精
進
の
結
果
、
遂
に
「
奉
公
名
利
」
な
る
地
平
に
悟
達
す
る

こ
と
に
な
る
。

い
よ
い
よ
弥
工
夫
一
篇
に
成
、
恥
酢
、
得
心
申
候
。
奉
公
の
至
極
の
忠
節
は
、
主
に

、
、
、
、
、
、
、
、

諌
言
し
て
、
国
家
治
む
る
事
也
。
下
の
方
に
く
ど
つ
き
ま
は
り
て
は
益
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

不
し
立
。
然
ぱ
家
老
に
成
が
奉
公
の
至
極
也
。
私
の
名
利
を
お
も
わ
ず
、
奉

、
、
、
、
、
、
、
、
、

お
ち

公
名
利
を
お
も
ふ
事
ぞ
と
、
得
と
胸
に
落
、
さ
ら
ば
一
度
御
家
老
に
成
て
見

き
わ

の
う
じ

す
く
し
と
覚
悟
を
極
め
申
候
。
尤
、
早
出
頭
は
古
来
能
治
な
く
候
間
、
五
十

の
み
こ
染

才
よ
り
仕
立
可
し
申
と
呑
込
、
二
六
時
中
、
工
夫
修
行
候
て
、
骨
を
折
、
紅

涙
迄
に
は
な
く
候
へ
共
、
黄
色
な
ど
の
涙
は
出
申
程
に
候
。
（
二
ノ
ー
四
一
）

○



来
能
持
な
く
（
長
続
き
し
な
い
）
」
の
語
に
は
、
「
一
芸
」
に
拠
っ
た
「
新
規
」

の
、
或
い
は
「
理
（
利
）
発
」
に
拠
り
成
上
っ
た
「
仕
立
（
成
上
り
）
の
奉
公

人
」
な
ど
の
末
路
が
鑑
戒
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
よ
う
。
周
到
な
覚
悟
で
あ
る
。

こ
の
「
奉
公
名
利
」
の
観
念
に
よ
り
、
彼
の
「
奉
公
人
」
道
の
視
座
は
確
立

さ
れ
、
「
奉
公
」
の
至
上
の
目
的
は
「
主
に
諫
言
し
て
、
国
家
治
む
る
事
」
と

確
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
奉
公
人
」
道
の
至
上
目
的
が
「
武
士
道
」

と
は
全
く
異
質
の
も
の
で
あ
る
所
以
の
詳
細
は
後
に
譲
り
、
今
と
り
わ
け
重
要

な
の
は
こ
こ
に
確
立
さ
れ
た
「
奉
公
名
利
」
の
視
座
で
あ
る
。

こ
の
峻
厳
な
視
座
か
ら
す
れ
ば
、
仏
道
、
風
雅
の
道
に
心
を
寄
せ
る
「
奉
公

人
」
は
、
単
な
る
物
好
き
と
し
て
安
易
に
扱
わ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

「
公
」
を
蔑
ろ
に
し
て
一
身
の
安
楽
を
図
る
「
私
の
名
利
」
の
徒
と
し
て
積
極

的
に
指
弾
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
是
は
皆
、
我
一
身
を
安
楽
に
し
て
、
心
を

き
よ淨
く
持
ば
か
り
也
。
隠
居
人
、
出
家
な
ど
世
外
の
者
は
よ
し
。
奉
公
人
に
は
第

一
の
禁
物
。
如
レ
斯
者
は
み
な
腰
肺
也
。
武
道
、
奉
公
は
、
骨
を
折
て
、
仕
に

の
が
れ

く
き
こ
と
故
、
逃
て
安
楽
を
好
む
も
の
也
」
。
周
知
の
「
兼
好
、
西
行
な
ど
は
、

こ
し
今
ゆ
え

腰
脱
、
す
ぐ
た
れ
者
也
。
武
士
業
が
不
し
成
故
に
、
ぬ
け
風
を
栫
た
る
も
の
也
」

と
の
断
言
も
、
こ
の
「
奉
公
名
利
」
的
論
理
か
ら
の
必
然
的
帰
結
で
あ
る
。

右
の
「
心
を
淨
く
持
ば
か
り
也
」
の
語
が
反
証
す
る
よ
う
に
、
「
名
利
」
欲

の
渦
巻
く
「
奉
公
」
の
場
こ
そ
「
奉
公
人
」
た
ち
の
戦
場
で
あ
っ
た
。
「
役
儀

を
あ
ぶ
な
き
と
思
ふ
は
す
ぐ
た
れ
者
（
卑
怯
者
）
也
。
其
事
に
備
り
た
る
身
（
そ

れ
を
家
職
と
す
る
家
柄
）
な
れ
ば
、
其
事
に
て
仕
損
ず
る
は
定
た
る
事
也
。
外

は
じ

の
事
、
私
の
事
に
て
仕
損
ず
る
こ
そ
辱
に
て
も
有
く
し
」
。
逃
れ
得
ぬ
「
奉
公
」

な
ら
ば
、
「
役
儀
」
に
こ
そ
生
命
を
賭
す
る
の
が
「
奉
公
人
」
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

こ
こ
で
、
本
稿
の
問
題
意
識
か
ら
し
て
、
「
奉
公
名
利
」
的
視
座
の
確
立
か

ら
帰
結
す
る
問
題
の
う
ち
で
最
も
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
視
座
に
立
脚
す
る
か

ぎ
り
、
一
騎
駆
け
。
一
番
鎗
の
「
武
士
道
」
す
ら
、
原
理
的
に
、
「
公
」
よ
り

は
「
私
」
の
名
と
恥
を
重
視
す
る
が
故
に
、
「
私
の
名
利
」
の
範
陦
内
に
組
み

こ
ま
れ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

源
平
合
戦
（
屋
島
）
に
お
い
て
主
君
義
経
の
身
代
り
と
な
っ
て
壮
烈
な
戦
死

を
遂
げ
た
佐
藤
継
信
の
故
事
を
引
い
て
の
、
「
主
の
為
」
の
死
の
絶
対
化
で
あ

る
。
「
戦
場
に
望
て
は
、
分
別
が
出
来
て
、
何
と
も
止
ら
ぬ
も
の
也
」
、
「
氣
違

い
ら
ず

に
成
て
死
狂
ひ
す
る
迄
也
。
…
忠
も
孝
も
不
し
入
、
士
道
に
お
ゐ
て
は
死
狂
ひ

也
」
と
歴
戦
の
勇
士
た
ち
が
語
り
遺
す
「
武
士
道
」
と
は
異
質
の
、
如
何
に
も

浪
漫
的
な
死
で
あ
る
。

貢
献
よ
り
は
献
身
を
、
結
果
よ
り
は
動
機
を
優
先
さ
せ
る
典
型
的
な
心
情
倫

理
で
あ
る
。
こ
の
主
従
間
の
個
人
情
誼
の
偏
重
、
心
情
倫
理
へ
の
過
度
の
傾
斜

と
い
う
彼
の
傾
向
性
が
、
他
方
に
お
い
て
、
行
為
の
結
果
こ
そ
が
間
わ
る
べ
き

組
織
の
政
治
に
お
い
て
、
「
新
規
」
官
僚
の
政
策
実
行
能
力
へ
の
冷
や
や
か
な

確
固
た
る
視
座
を
「
奉
公
名
利
」
の
観
念
に
定
め
了
せ
た
不
動
の
「
奉
公
人
」

道
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
か
つ
て
の
戦
場
に
お
け
る
「
武
士
」
の
「
死
」
に
つ

い
て
も
確
た
る
定
見
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

武
篇
は
、
敵
を
討
取
た
る
よ
り
は
、
主
の
為
に
死
た
る
が
手
柄
也
。
継
信

夕

が
忠
義
に
て
知
れ
た
り
。
（
一
ノ
ー
七
二

■■■■■
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一
読
し
て
明
か
な
よ
う
に
、
「
奉
公
名
利
」
の
論
を
経
と
し
、
諌
言
に
よ
り

「
御
国
家
を
固
め
申
す
」
と
い
う
「
奉
公
の
至
極
の
忠
節
」
を
緯
と
す
る
常
朝

畢
生
の
抱
負
の
披
瀝
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
「
武
士
道
」
の
華
と
も
い
う

べ
き
「
一
番
乘
、
一
番
鎗
」
を
「
命
を
捨
て
懸
る
迄
也
。
其
場
ば
か
り
の
仕
事

也
」
と
言
っ
て
の
け
る
迫
力
に
は
圧
倒
さ
れ
る
思
い
が
す
る
。
治
世
の
「
奉
公

人
」
と
し
て
出
色
の
氣
慨
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
氣
慨
は
、
常
朝
が
こ
の
人
に
こ
そ
と
没
我
的
忠
誠
を
誓
っ
た
二
十
七
歳

視
線
、
さ
ら
に
は
治
山
治
水
的
な
経
世
済
民
（
端
的
に
「
仁
」
）
の
諸
政
策
へ

の
相
対
的
な
無
関
心
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
「
仁
」
に
代
わ
る
の
は
君
主
個
人

の
「
慈
悲
」
と
し
て
、
で
あ
る
。

戦
場
に
お
け
る
勲
功
を
論
じ
て
貢
献
に
対
す
る
献
身
の
絶
対
的
優
位
を
説
い

た
常
朝
は
、
さ
ら
に
献
身
の
場
を
論
じ
て
、
「
奉
公
」
の
場
を
戦
場
に
優
位
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
。
「
奉
公
人
」
道
の
論
理
の
漸
次
的
浸
潤
で
あ
る
。

忠
節
の
事
。
一
番
乘
、
一
番
鎗
幾
た
び
よ
り
も
、
主
君
の
御
心
入
を
直
し
、

な
ど

御
国
家
を
固
め
申
す
が
、
大
忠
節
也
。
一
番
乘
、
一
番
鎗
杯
は
、
命
を
捨
て

、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、

懸
る
迄
也
。
其
場
ば
か
り
の
仕
事
也
。
御
心
入
を
直
し
候
事
は
、
命
を
捨
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ま
ず

も
不
し
成
、
一
生
骨
を
折
事
也
。
先
諸
傍
輩
も
請
取
、
主
君
も
御
請
取
候
者

に
成
て
、
御
心
安
く
、
御
懇
意
を
う
け
、
年
寄
、
家
老
役
に
成
た
る
上
に
て

、
、
、

な
け
れ
ば
、
諫
申
事
不
二
相
叶
一
、
此
間
の
苦
労
、
難
し
量
事
に
候
。
我
た
め

、
、
、
、
、
℃

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
私
欲
の
立
身
さ
へ
骨
折
事
也
。
是
は
主
君
の
御
為
ば
か
り
に
立
身
す
る
事

な
れ
ば
、
中
々
精
氣
続
き
難
き
事
也
。
然
れ
ど
も
此
当
り
に
眼
を
不
し
付
し

て
は
、
忠
臣
と
は
い
ふ
く
か
ら
ず
。
（
十
一
ノ
ー
十
八
）

「
芯
に
死
切
て
」
と
い
う
こ
の
「
覚
悟
」
こ
そ
、
彼
が
「
氣
違
に
成
て
死
狂

ひ
す
る
」
動
態
的
な
戦
国
「
武
士
道
」
か
ら
学
び
継
承
し
、
み
ず
か
ら
の
「
奉

公
人
」
道
の
燦
然
た
る
光
背
た
ら
し
め
た
「
奉
公
」
の
支
柱
・
背
骨
に
ほ
か
な

年
長
の
二
代
藩
主
光
茂
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
祖
父
た
る
初
代
勝
茂
か
ら
そ
の

歌
道
執
心
の
ほ
ど
を
「
歌
は
公
家
の
所
作
な
り
。
武
家
に
用
な
し
」
と
し
て
厳

し
く
各
め
ら
れ
て
い
た
光
茂
は
、
次
の
よ
う
に
反
発
し
て
い
る
。
「
扱
又
御
先たま

祖
方
は
乱
国
に
生
れ
合
、
日
本
に
名
を
御
揚
被
レ
成
た
る
御
武
篇
に
て
候
。
適

た
ま

、
、
、
、

々
人
と
生
れ
、
後
々
迄
名
を
残
す
事
を
せ
で
は
無
念
の
事
也
。
然
ぱ
御
治
世
な

、
、

も
っ
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
ぱ
、
武
篇
を
以
名
を
可
し
残
こ
と
不
し
叶
。
乱
世
な
ら
ば
御
先
祖
様
に
劣
る
ま

、
、
、
、
、
、

じ
く
と
思
ふ
也
。
今
の
時
に
名
を
可
し
残
は
歌
学
を
遂
、
日
本
第
一
の
宝
、
武

家
に
お
ゐ
て
幽
斎
な
ら
で
類
も
な
き
古
今
伝
授
を
致
し
、
一
生
の
思
ひ
出
に
す

べ
し
」
。
治
世
な
れ
ば
と
い
う
時
代
認
識
と
い
い
、
乱
世
な
ら
ば
い
か
で
先
祖

に
劣
る
ま
じ
と
い
う
氣
慨
と
い
い
、
さ
ら
に
は
「
一
生
の
思
ひ
出
」
に
賭
け
る

生
の
飛
躍
へ
の
眞
蟄
な
希
求
に
い
た
る
ま
で
、
こ
の
主
従
は
よ
く
似
て
い
た
。

治
世
に
は
治
世
に
相
応
し
い
氣
慨
が
あ
る
の
で
あ
る
。

．
番
乘
、
一
番
鎗
」
に
も
劣
る
ま
じ
、
と
い
う
常
朝
の
こ
の
氣
慨
は
見
事

な
「
死
」
の
覚
悟
に
よ
り
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
す
梁
や
か
し
に
き
つ

我
身
を
主
君
に
奉
り
、
逓
に
死
切
て
、
幽
霊
に
成
て
、
二
六
時
中
主
君
の

と
と
の
え

、
、
、
、
、
、
、

御
事
を
嘆
き
、
事
を
調
て
進
上
申
し
、
御
国
家
を
固
む
る
、
と
い
ふ
所
に
眼

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
付
ね
ば
、
奉
公
人
と
も
い
は
れ
ぬ
也
。
上
下
の
差
別
有
べ
き
様
な
し
。
此

た
が
わ
ざ
る
、
、

あ
た
り
に
き
っ
と
居
す
は
り
て
、
仏
神
の
勧
め
に
て
も
、
不
し
違
様
に
覚
悟

せ
ね
ば
な
ら
ず
。
（
一
ノ
三
五
）

一
一
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ら
な
い
。

常
朝
の
祖
父
に
し
て
尚
武
の
名
門
中
野
一
門
の
総
帥
中
野
神
右
衛
門
清
明

な
ど

む

に
、
戦
場
で
の
心
構
え
に
つ
い
て
次
の
金
言
が
あ
る
。
「
兵
法
杯
習
ふ
事
、
無

や
く益
也
。
目
を
塞
ぎ
一
足
な
り
と
も
踏
込
で
う
た
れ
ば
役
に
不
し
立
も
の
也
」
、

と
。
こ
こ
で
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
「
兵
法
」
が
、
の
ち
の
常
朝
に
お
い
て

「
芸
」
の
一
環
と
お
さ
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
奉
公
人
」
道
が
「
武
士
道
」
か
ら
摂
取
し
、
み
ず
か
ら
の
中
枢
に
移
植
し

た
も
の
こ
そ
、
た
と
え
ば
右
の
中
野
清
明
の
「
目
を
塞
ぎ
…
」
の
語
に
象
徴
さ

れ
る
戦
国
武
士
流
の
決
死
「
一
篇
」
の
精
神
、
氣
組
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
氣

慨
に
湛
然
の
説
く
「
子
細
は
物
が
二
つ
に
成
ゆ
へ
也
。
一
方
向
に
て
な
け
れ
ば
、

や
く益
に
た
た
ぬ
も
の
也
」
と
い
う
教
戒
が
ロ
ゴ
ス
的
触
媒
と
し
て
作
用
す
る
と

き
、
ひ
た
す
ら
に
主
君
を
嘆
き
奉
る
「
奉
公
一
篇
」
の
「
眞
の
志
」
が
結
晶
す

よ
そ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
「
他
方
の
衆
」
、
「
近
代
の
衆
」
ら
凡
百
の
「
当
世

風
」
か
ら
「
奉
公
人
」
常
朝
を
決
定
的
に
分
ち
、
際
立
た
せ
る
の
も
ま
た
、
「
昔

風
」
の
「
武
士
道
」
を
範
と
し
て
移
植
さ
れ
た
こ
の
氣
慨
で
あ
り
、
「
奉
公
一

篇
」
の
「
眞
の
志
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

只
殿
を
大
切
に
と
存
、
何
事
に
て
も
あ
れ
、
死
狂
ひ
は
我
一
人
と
内
心
に

覚
悟
仕
た
る
迄
に
て
候
。
（
ニ
ノ
六
四
）

か
く
し
て
「
奉
公
人
」
道
は
、
「
武
士
道
」
と
い
う
銀
の
裏
打
ち
を
獲
得
し

右
忠
孝
か
為
心
身
命
斡
搬
ぢ
、
勇
仁
智
の
三
つ
を
兼
備
し
た
る
を
、
屈
寛

、
、
、
、
、

の
武
士
と
云
ひ
て
、
是
奉
公
の
根
本
な
る
べ
し
。
（
『
愚
見
集
』
、
一
○
七
七
）

て
「
死
狂
ひ
」
の
「
奉
公
人
」
道
と
な
り
、
泰
平
の
武
家
社
会
の
う
ち
に
屹
立

し
、
「
商
士
」
た
ち
の
「
商
奉
公
」
に
た
い
す
る
有
力
な
反
命
題
と
し
て
時
代

批
判
の
機
能
を
果
す
こ
と
に
な
る
。

常
朝
は
、
自
分
が
「
死
狂
ひ
」
に
賭
け
る
の
は
弱
者
で
あ
る
か
ら
だ
、
と
言

う
。
彼
は
、
古
来
の
勇
士
た
ち
は
大
方
「
そ
げ
者
」
（
奇
行
者
、
粗
暴
者
）
で

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
、
氣
力
、
勇
氣
は
「
そ
げ
る
」
こ
と
と
関
係
が
あ
る

、
、
、
、
、

の
で
は
な
い
か
、
と
の
問
い
に
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
「
…
此
方
は
氣
力

、
、

ま
し

弱
く
候
故
、
そ
げ
候
事
は
不
し
成
也
。
氣
力
は
劣
り
候
。
人
柄
は
増
に
候
。
勇

、
、
、
、
、
、
、

氣
は
別
事
也
。
此
方
無
二
氣
力
一
故
、
お
と
な
し
く
し
て
、
死
狂
に
劣
る
べ
き

い
わ
れ
、
、
い
る
こ
と

謂
な
し
。
氣
力
の
入
事
に
て
は
な
き
也
」
。
「
死
狂
ひ
」
こ
そ
が
弱
者
最
後
の
橋

頭
壜
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
「
一
番
乘
、
一
番
鎗
」
の
勇
士
を
強
者
と
す
る
な
ら
ば
、
「
御
国

風
」
全
盛
の
土
着
社
会
に
あ
っ
て
文
の
人
常
朝
は
弱
者
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
弱

者
で
あ
る
と
自
覚
し
、
そ
の
認
識
を
生
涯
に
わ
た
る
精
進
の
糧
と
し
て
、
研
蹟

努
力
し
続
け
る
こ
と
は
凡
俗
の
よ
く
為
し
得
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
も

な
ど

そ
も
．
番
乘
、
一
番
鎗
杯
は
、
命
を
捨
て
懸
る
迄
也
。
其
場
ば
か
り
の
仕
事

也
」
と
言
っ
て
の
け
る
と
こ
ろ
が
、
弱
者
の
心
意
氣
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
そ

の
心
意
氣
の
ほ
ど
は
、
主
従
間
の
濃
密
な
情
誼
を
い
か
に
も
文
の
人
の
名
に
恥

じ
ぬ
流
麗
な
美
文
に
託
し
た
、
次
の
一
文
に
も
伏
流
し
て
い
る
。
「
是
は
な
ら

ぬ
生
付
と
て
は
有
ま
じ
」
と
は
、
先
に
見
た
「
（
志
に
）
上
下
の
差
別
有
べ
き

様
な
し
」
の
語
と
同
工
異
曲
で
あ
り
、
「
奉
公
」
は
身
分
、
氣
力
能
力
な
ど
の

先
天
的
要
素
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
「
心
」
で
あ
り
「
志
」
だ
、
と
。

、
、
、
、
こ
こ
ろ
い
れ
、
、
、
、
す
む
、
、

奉
公
人
は
心
入
一
つ
に
て
澄
事
也
。
分
別
、
芸
能
（
能
力
）
に
わ
た
れ
ば

一
一
一
一
一
一
一



こ
れ
は
も
は
や
「
奉
公
人
」
倫
理
と
い
う
よ
り
は
美
学
で
あ
る
。
容
易
に
は

餘
人
の
介
入
し
難
い
ほ
ど
に
濃
密
な
か
か
る
主
従
情
誼
の
密
室
的
空
間
の
現
出

は
、
彼
が
「
奉
公
」
の
光
背
に
「
死
狂
ひ
」
を
す
え
、
「
心
入
」
（
「
志
」
、
動
機
）

の
純
粋
性
を
強
調
し
て
い
た
こ
と
の
論
理
必
然
的
結
果
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
。
「
分
別
・
芸
能
」
に
よ
る
貢
献
を
斥
け
、
「
無
芸
、
無
勇
」
な
れ
ぱ
こ
そ
の

た

ひ
た
す
ら
嘆
き
奉
る
「
長
け
の
高
き
」
献
身
を
目
指
す
か
ぎ
り
、
行
き
着
く
先

は
主
従
間
の
、
下
か
ら
の
無
限
の
一
体
化
し
か
あ
り
得
ま
い
か
ら
で
あ
る
。
「
死

狂
ひ
」
の
「
死
の
覚
悟
」
を
裏
打
ち
と
す
る
「
眞
の
志
」
は
、
「
情
な
く
つ
ら

た
ま

な
る

き
程
、
お
も
ひ
を
増
也
。
適
に
も
逢
時
は
、
命
を
捨
る
心
に
成
忍
恋
」
の
果
に

予
期
さ
れ
る
「
衆
道
」
（
男
色
）
の
「
思
ひ
死
」
と
の
類
比
化
を
介
し
て
、
一

層
情
緒
的
に
深
化
さ
れ
、
「
陰
の
奉
公
」
の
論
理
の
心
情
的
母
胎
と
な
る
。

「
奉
公
名
利
」
を
基
本
的
視
座
と
も
、
主
た
る
情
動
的
推
進
力
と
も
す
る
常

朝
の
「
奉
公
人
」
道
の
形
成
過
程
に
は
、
「
奉
公
名
利
」
の
醗
酵
母
胎
と
な
っ

ご
よ
う
に
た
つ

、

事
む
つ
か
し
く
、
心
落
着
ぬ
も
の
也
。
又
、
業
に
て
御
用
立
は
下
段
也
。
分

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

別
も
な
く
、
無
芸
、
無
勇
に
て
、
何
の
御
用
に
も
不
し
立
、
田
舎
の
は
て
に

、
、
、
ノ
、
ち
は
つ
、
、
、

ね
ん
ご
ろ

て
一
生
朽
果
る
者
が
、
我
は
殿
の
一
人
被
官
（
家
来
の
意
）
也
。
御
懇
に

ぞ
ん
じ

か
つ

あ
ら
ふ
も
、
御
情
な
く
あ
ら
ふ
も
、
御
存
被
レ
成
ま
ひ
と
、
夫
に
は
曽
て

か
た
じ
け
な

不
し
構
、
常
住
御
恩
の
恭
き
事
を
骨
髄
に
徹
し
、
涙
を
流
し
て
大
切
に
奉
レ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
、
、

存
分
也
。
是
は
安
き
事
也
。
是
は
な
ら
ぬ
生
付
と
て
は
有
ま
じ
。
又
如
レ
斯

ま
れ
な
る

思
ふ
ま
い
事
で
は
な
し
。
さ
れ
ど
も
ヶ
様
の
志
の
衆
は
稀
成
も
の
也
。
只
心

た
、
、
、
、
、
、
、

こ
こ
ろ
い
れ

な
る

の
内
ば
か
り
の
事
也
。
長
け
の
高
き
御
被
官
也
。
恋
の
心
入
の
や
う
成
事
也
。

た
ま
あ
う

な
る

情
な
く
つ
ら
き
程
、
お
も
ひ
を
増
也
。
適
に
も
逢
時
は
、
命
も
捨
る
心
に
成

し
の
ぶ
忍
恋
な
ど
に
て
候
。
能
手
本
な
れ
。
（
ニ
ノ
六
十
二
）

た
、
右
の
「
田
舎
の
は
て
に
て
一
生
朽
果
る
者
」
と
い
う
自
己
定
位
の
裏
に
潜

む
逆
境
の
意
識
、
そ
れ
を
逆
手
に
と
つ
て
の
「
譜
代
」
の
弱
者
の
心
意
氣
の
ほ

か
に
、
君
主
に
近
侍
し
て
の
「
御
側
の
奉
公
」
（
一
般
武
士
の
は
「
外
様
の
奉

公
」
）
と
い
う
特
殊
な
身
分
に
も
と
づ
く
主
従
間
の
独
特
な
距
離
感
、
さ
ら
に

は
「
衆
道
」
に
由
来
す
る
特
異
な
情
緒
と
い
う
心
情
的
な
諸
契
機
の
介
在
が
無

視
し
得
な
い
が
、
今
は
こ
れ
ら
の
詳
細
に
は
立
入
ら
ぬ
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
に

代
っ
て
私
は
、
常
朝
が
、
と
り
わ
け
右
の
「
御
側
の
奉
公
」
と
「
衆
道
」
と
い

う
二
契
機
の
浸
潤
に
よ
っ
て
密
室
化
し
て
い
た
主
従
情
誼
の
陰
路
か
ら
、
結
果

的
に
脱
却
し
得
て
い
た
こ
と
を
一
つ
の
事
実
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
思
う
。

治
世
の
「
奉
公
人
」
と
し
て
の
常
朝
が
、
「
武
士
道
」
と
は
異
質
の
「
奉
公

人
」
道
に
い
か
に
忠
実
で
あ
っ
た
か
は
、
彼
が
無
二
の
主
君
光
茂
の
逝
去
に
際

し
「
追
腹
」
を
切
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
の
う
ち
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
別
に
、
彼
が
言
行
不
一
致
の
没
義
道
の
徒
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

こ
れ
と
は
全
く
逆
に
、
ゑ
ず
か
ら
の
倫
理
規
範
た
る
治
世
の
「
奉
公
人
」
道
に

き
わ
め
て
忠
実
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

彼
に
は
、
主
君
の
逝
去
に
際
し
、
「
追
腹
」
切
れ
ぬ
無
念
さ
に
悶
え
苦
し
ん

だ
と
い
う
形
迩
も
な
い
。
「
追
腹
」
の
代
り
に
妻
女
共
々
「
剃
髪
染
衣
」
し
た

彼
は
、
後
年
に
そ
の
際
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。
「
（
「
剃
髪
染

し
あ
わ
せ
そ
れ

衣
」
の
後
）
十
四
年
安
楽
に
暮
候
事
、
ふ
し
ぎ
の
仕
合
也
。
夫
に
又
、
我
等
を

と
り
も
ち
あ
い

よ
く
よ
く
か
え
り
み

よ
く

人
と
思
ひ
候
て
、
諸
人
の
取
持
に
合
候
。
我
心
を
能
々
顧
候
へ
ば
、
能
も
仕
澄

ぞ
ん
ず
る

し
た
る
事
に
候
。
諸
人
の
取
持
勿
体
な
く
、
罰
も
有
べ
き
と
の
承
存
事
に
候
」
、

と
。
即
ち
、
常
朝
が
「
追
腹
」
を
切
ら
ず
「
剃
髪
染
衣
」
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
当
時
の
武
家
社
会
は
こ
れ
を
非
難
す
る
ど
こ
ろ
か
、
彼
自
身
が
恐

縮
す
る
ほ
ど
に
好
意
的
な
の
で
あ
る
。
す
で
に
し
て
「
奉
公
人
」
の
時
代
、
と

四



云
っ
て
よ
い
。

「
武
士
」
と
は
相
異
し
て
、
「
奉
公
人
」
は
「
追
腹
」
を
切
れ
な
い
の
で
あ

る
。
江
戸
育
ち
で
文
治
政
策
の
推
進
者
で
あ
っ
た
二
代
光
茂
は
、
か
ね
て
か
ら

「
追
腹
」
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
、
彼
は
全
国
に
先

駆
け
て
「
追
腹
禁
止
令
」
を
発
布
し
た
。
か
く
て
は
佐
賀
藩
士
た
る
者
は
す
べ

て
、
光
茂
の
逝
去
に
際
し
て
「
追
腹
」
を
切
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ

れ
以
前
に
は
、
光
茂
の
意
向
を
知
り
な
が
ら
、
ど
こ
ろ
か
彼
の
中
止
要
請
を
す

ら
無
視
し
て
支
藩
々
主
な
ど
の
逝
去
に
「
追
腹
」
を
切
る
老
は
い
た
。
こ
れ
に

対
し
、
事
態
を
決
定
的
に
し
た
の
は
、
右
の
光
茂
の
禁
止
令
の
二
年
後
に
発
布

さ
れ
た
幕
府
の
「
殉
死
禁
止
令
」
で
あ
っ
た
。

寛
文
三
年
、
幕
府
は
「
武
家
諸
法
度
」
を
改
定
し
、
「
殉
死
禁
止
令
」
を
布

い
た
。
「
殉
死
は
古
よ
り
不
義
無
益
の
事
な
り
と
い
ま
し
め
置
と
い
へ
ど
も
、

被
二
仰
出
一
無
し
之
故
、
近
年
追
腹
之
者
余
多
有
し
之
。
向
後
、
左
様
之
存
念

可
し
有
し
之
者
に
は
、
常
々
其
主
人
よ
り
殉
死
不
し
仕
様
に
堅
可
二
申
含
杉
之
。

若
以
来
於
レ
有
し
之
者
、
亡
主
不
覚
悟
越
度
た
る
べ
し
。
跡
目
之
息
も
不
し
令
二

抑
留
一
儀
、
不
届
可
レ
被
二
思
召
一
者
也
」
（
日
本
思
想
大
系
『
近
世
武
家
思
想
』

所
収
）
。
こ
の
禁
を
犯
す
者
あ
る
に
お
い
て
は
、
そ
の
累
は
「
亡
主
」
・
「
跡

目
之
息
」
に
も
及
ぶ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
亡
主
」
二
代
光
茂
の
み
な
ら
ず
、

「
跡
目
之
息
」
三
代
綱
茂
に
ま
で
答
が
及
ぶ
と
な
れ
ば
、
佐
賀
藩
鍋
島
家
は
間

違
い
な
く
断
絶
の
憂
目
に
さ
ら
さ
れ
よ
う
。

な
げ
う

「
忠
孝
の
為
に
身
命
を
伽
ち
、
勇
仁
智
の
三
つ
を
兼
備
し
た
る
を
、
…
是
奉

公
の
根
本
」
と
断
じ
切
る
生
粋
の
「
奉
公
人
」
常
朝
と
し
て
は
、
「
忠
も
孝
も

い
ら
ず

不
し
入
」
と
し
て
死
へ
の
突
入
を
敢
え
て
す
る
「
武
士
道
」
に
従
っ
て
、
「
忠
」

に
背
い
て
の
「
追
腹
」
は
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。
世
入
以
て
彼
の
「
剃
髪
染
衣
」

を
是
と
し
た
所
以
で
も
あ
る
。

翻
っ
て
考
え
れ
ば
、
幕
府
の
禁
令
に
も
拘
わ
ら
ず
「
追
腹
」
を
切
ら
し
む
る

「
武
士
道
」
的
な
情
動
と
は
主
従
情
誼
の
恩
愛
に
ほ
か
な
ら
ず
、
「
奉
公
人
」

、

、

常
朝
の
「
剃
髪
染
衣
」
は
「
奉
公
」
の
理
念
に
忠
実
に
、
そ
の
恩
愛
を
す
ら
「
私
」

情
と
し
て
切
り
捨
て
去
る
体
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
言
っ
て
よ
い
。

と
す
れ
ば
、
追
慕
の
情
止
み
難
い
光
茂
の
逝
去
に
際
し
て
、
「
追
腹
」
を
切

ら
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の
「
奉
公
人
」
道
を
身
を
以
て
実
践
し
た
常
朝

に
あ
っ
て
は
、
論
理
的
に
も
実
質
的
に
も
、
「
公
」
的
性
格
に
お
い
て
君
主
個

人
を
超
え
る
も
の
と
し
て
「
御
国
家
」
（
藩
）
と
い
う
組
織
の
存
在
が
自
覚
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
「
御
国
家
」
の
「
公
」
的
視
座
か
ら
す
れ
ば
、
君
主

個
人
も
ま
た
「
私
」
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
諫
言
」
の
成
立
根
拠
と
存
在
理

由
は
、
こ
こ
に
関
わ
る
。
「
公
に
奉
る
」
と
い
う
と
き
の
忠
誠
対
象
た
る
「
公
」

の
、
個
人
（
君
主
）
か
ら
組
織
（
藩
）
へ
の
重
心
の
移
動
で
あ
る
。

こ
う
し
て
常
朝
の
「
奉
公
人
」
道
は
、
主
従
情
誼
の
心
情
的
密
室
か
ら
離
陸

す
る
を
得
て
、
組
織
（
藩
）
の
た
め
の
「
奉
公
」
、
組
織
人
の
た
め
の
「
奉
公

人
」
道
へ
と
昇
化
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
個
人
か
ら
組
織
へ
と
い

う
こ
の
「
公
」
概
念
に
お
け
る
重
心
の
移
動
、
組
織
人
的
視
野
の
浸
透
、
拡
大

に
応
じ
て
、
「
か
へ
り
ま
ち
」
（
本
末
、
軽
重
）
に
か
か
わ
る
「
分
別
」
が
「
奉

公
人
」
の
叡
知
と
し
て
顕
在
化
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

常
朝
は
、
「
奉
公
人
」
に
お
け
る
「
分
別
」
の
重
要
性
を
力
説
す
る
一
方
で
、

し
ば
し
ば
「
分
別
」
へ
の
反
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ

う
な
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
。
「
忠
の
不
忠
の
、
義
の
不
義
の
、
裟
州
の
不
当

あ
た

つ
く

介
な
ど
、
理
非
邪
正
の
当
り
に
心
が
付
が
い
や
也
。
無
理
無
体
に
奉
公
に
好
き
、

そ
れ
す
む

無
二
無
三
に
主
人
を
大
切
に
お
も
へ
ば
、
夫
に
て
澄
こ
と
也
。
…
…
二
つ
に
成

五



１
月
〆

が
い
や
也
。
万
事
を
捨
て
、
奉
公
三
昧
に
極
り
た
り
。
忠
の
義
の
と
云
立
上
り

か
え
す
が
え
す

た
る
理
屈
が
返
々
い
や
也
」
。
「
無
二
無
三
」
に
「
目
を
塞
い
で
」
敵
陣
に
斬
込

む
「
武
士
道
」
に
通
ず
る
「
一
方
向
」
の
「
無
分
別
」
の
純
粋
心
情
に
よ
る
、

「
分
別
」
へ
の
嫌
忌
で
あ
る
。

あ
た

す
む

「
理
非
邪
正
の
当
り
」
に
か
か
わ
る
「
分
別
」
こ
そ
「
私
」
の
元
兇
、
「
澄
」

こ
と
の
障
碍
と
い
う
こ
の
反
「
分
別
」
の
心
情
の
背
景
に
は
、
あ
る
い
は
、
「
仏

の
で
、

道
は
分
別
を
と
っ
て
除
る
也
。
…
…
武
士
道
に
分
別
出
来
て
武
勇
可
レ
成
哉
」

と
い
う
鉄
牛
和
尚
（
宇
治
万
福
寺
の
開
基
。
黄
檗
宗
）
の
示
唆
に
象
徴
さ
れ
る

仏
教
的
「
分
別
」
観
の
影
響
も
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
だ
し
仏
教
で
は
、

「
分
別
」
は
善
・
悪
、
自
・
他
、
多
・
少
な
ど
に
か
か
わ
る
相
対
的
判
断
、
迷

い
の
根
源
と
さ
れ
、
「
無
分
別
」
こ
そ
が
眞
の
、
悟
り
の
智
慧
と
し
て
顕
賞
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

常
朝
の
、
「
私
」
の
除
去
、
「
公
」
へ
の
収
敞
と
い
う
倫
理
的
志
向
か
ら
す
れ

ば
、
右
の
反
「
分
別
」
の
心
情
に
は
ま
こ
と
に
尤
な
も
の
が
あ
る
が
、
し
か
し

い
月
〆

「
忠
の
不
忠
の
、
．
《
…
・
忠
の
義
の
と
云
」
言
挙
げ
、
こ
ち
た
き
「
分
別
」
が
嫌

だ
と
い
う
こ
の
感
性
的
論
理
に
拠
る
か
ぎ
り
、
彼
自
身
の
「
奉
公
の
至
極
の
忠

節
」
を
中
核
と
す
る
「
奉
公
名
利
」
の
論
も
ま
た
、
「
上
方
風
」
の
「
立
上
り

た
る
理
屈
」
と
し
て
自
己
否
定
の
憂
目
に
逢
う
こ
と
と
な
ろ
う
。

右
に
見
た
よ
う
な
常
朝
に
お
け
る
「
分
別
」
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
二
様

の
使
用
方
法
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
私
」
の
除
去
と
「
奉
公
」
と
の

有
機
的
関
連
が
想
起
さ
れ
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
。
「
私
」
の
除
去
は
「
公
に
奉

る
」
た
め
で
あ
り
、
「
私
」
の
除
去
の
た
め
に
は
「
無
分
別
」
に
「
公
に
奉
る
」

す
む

こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
無
目
的
に
「
澄
」
こ
と
は
僧
侶
、
隠
遁
者
の
所
為

す
む

で
あ
り
、
「
奉
公
人
」
に
と
っ
て
は
「
公
に
奉
る
」
べ
く
「
澄
」
こ
と
が
要
請

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
既
述
の
「
時
代
の
風
俗
、
主
君
の
好
嫌
を

も
合
点
な
く
、
無
分
別
に
奉
公
に
乘
氣
な
ど
さ
し
候
は
ぱ
、
御
用
に
も
不
し
立
、

身
を
亡
し
」
の
語
が
示
す
よ
う
に
、
「
無
分
別
」
を
、
無
限
定
に
で
は
な
く
、
「
公

に
奉
る
」
目
的
と
方
向
で
の
「
私
」
の
除
去
の
徹
底
に
限
定
す
る
の
が
「
奉
公

人
」
の
「
分
別
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

論
理
的
に
は
、
自
己
内
面
の
動
機
か
ら
「
私
」
的
契
機
が
尽
く
払
拭
さ
れ
て
、

「
澄
」
ん
だ
の
ち
に
は
じ
め
て
、
「
奉
公
名
利
」
の
思
想
と
行
動
が
無
事
発
進

す
る
わ
け
だ
が
、
現
実
は
こ
の
論
理
的
、
時
間
的
順
序
通
り
に
は
進
捗
し
な
い
。

「
愚
人
の
習
ひ
、
私
な
く
成
事
成
が
た
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
私
」
の
除
去

は
、
世
阿
弥
の
「
時
々
の
初
心
」
の
戒
め
と
同
様
の
、
一
生
の
難
事
業
だ
か
ら

で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
諌
言
」
に
つ
い
て
は
、
彼
の
縁
者
中
野
正
包
（
年
寄
役
）

い
う
は
や

に
「
諫
と
云
詞
、
早
私
也
」
と
の
至
言
が
あ
る
。
こ
の
限
り
「
奉
公
人
」
道
に

あ
っ
て
は
、
「
公
」
へ
の
献
身
の
方
向
に
「
私
」
を
消
す
べ
く
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
「
無
分
別
」
は
要
請
さ
れ
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
無
分
別
」

の
パ
ト
ス
が
「
分
別
」
の
ロ
ゴ
ス
の
情
動
的
推
進
力
と
な
り
、
た
と
え
ば
決
死

の
「
諫
言
」
の
あ
の
「
一
歩
も
し
ざ
ら
ぬ
」
迫
力
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

「
奉
公
人
」
道
に
あ
っ
て
、
か
り
に
も
し
理
性
的
な
「
分
別
」
が
こ
の
感
性
的

な
「
無
分
別
」
の
裏
打
ち
を
欠
き
、
そ
れ
と
の
緊
張
関
係
を
見
失
う
な
ら
ば
、

「
奉
公
名
利
」
は
形
骸
化
し
、
彼
が
批
判
し
て
や
ま
ぬ
、
「
理
（
利
）
発
」
、
「
芸
」

に
拠
る
「
新
規
」
官
僚
た
ち
の
「
私
の
名
利
」
、
「
商
奉
公
」
と
同
じ
地
平
に
堕

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

常
朝
に
お
け
る
「
武
士
道
」
を
以
て
、
「
奉
公
人
」
道
の
銀
の
裏
打
ち
と
考

え
る
所
以
で
あ
る
。

（
東
洋
大
学
教
授
）
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